
第 6 章

1 節

1 施策

４　経費の区分 ５　事務事業の分類 ６　受益者負担

概要

　年度～　 年度

１２ １３

－

８　評価指標…事業の目的達成度を計るための指標 15,16年度は目標値

150 12

相模原市民ギャラリー担当部課名 生涯学習

電話

事務事業名 相模原市民ギャラリー運営費[学生企画展覧会開催経費]

記入年月日 平成15年3月13日

決　　算 決　　算 決　　算

〔金額単位：千円〕

平成１６年度

8 16 30 40

成果指標

事業開始年度

１ 総合計画における位置づけ

政  策  名 彩りのある市民文化の創造

　芸術家・学芸員などを目指す学生たちに積極的に美術展に関わる機会を提供し、明日
の美術界を担う人材を育成するとともに、本市の芸術文化のさらなる振興を図る機会と
する。［エキシビジョンプログラム（学生企画展）］の実施
(1)美術系大学が周辺に多数立地するという恵まれた美術環境を生かす。
(2)若い世代の活力ある美術活動ならびに意欲的な美術作品を広く市民に紹介する。
(3)本事業を通して若い世代の美術愛好者の増加を図り、芸術文化に対する意識の高揚
図

対象
数

（３）平成1４年度事業の内容…市が実際に行った事業の内容

(１)エキシビジョンプロ
グラムは近隣大学生等
(２)展覧会は一般市民

600

3,078

219

3,297 3,119

2,519
0

0.5人

0

0.7人 0.7人

2,205

0

2,739

(１)定員30人(２)6１万
人

多彩な市民文化の振興

豊かな市民文化の創造

（１）事業の目的…何をどのように（どのような状態に）したいのか

３　事務の区分

基本施策名

施  策  名

第

第

事業コード

特　定　財　源

決算（予算）額

人員・時間数
人　件　費

事
　
業
　
費 合　　計

その他経費

0

〔様式　１〕

９ 事業費等の年度別状況

活動指標

平成1２年度

２ 実施根拠及び関連法令等

（２）対象（誰、何）
７ 事業概要

事 務 事 業 評 価 表

平成１５年度

610,000

平成1３年度

相模原市立相模原市民ギャラリー条例、相模原市立相模原市民ギャラリー条例施行規則、美術専門員設置要項、
相模原市立相模原市民ギャラリー運営協議会設置要綱

年度

対　象　数 610,000 610,000

指標名 指標式 指標設定の意図

学生数（人）

合計入場者数÷開催日数

エキシビジョンプログラム
(H13,15)についてはスタッフ
数、展覧会(H14,16)について
はスタッフ数＋出品作家数

平均入場者数の推移を見る。

スタッフ、出品者として参加
した学生の推移を見る。

１日あたりの
平均入場者数
（人）

1,529
0.4人

平成1４年度 平成１５年度
予　　算

－ －

予算（見込み）

0 0

676

2,518

221

610,000

0 0 0

0.0対象の単位あたり経費 #DIV/0! 0.0 0.0 0.0

（４）個別計画の概要

計画名

計画年次

参加に応じた学生スタッフが１年間をかけて自分たちの手で企画し、準備・運営した第1回学生企画展「日常解体
新書」を開催。
市内のみならず広範囲にわたる活動を展開。
平成14年４月21日～５月11日(実数18日間 )　人場者数1,027人（1日当57.1人)
学生スタッフ８名が企画し、学生作家８名が11作品を出品

指標の推移（年度）
１６

100

１４ １５

57 －

１～１１までは、担当課による評価

Ⅰ

自治事務 その他の経費 市単独事業 なし

生涯学習部 課

13



高 中 低

高 中 低

高 中 低

削減額 千円

3

廃     止

完了・廃止済

１２　二次評価コメント

（１）地域特性を生かした事業　（２）発掘的、登竜門的意図に立脚した事業　（３）
将来作家の育成、などの相模原市民ギャラリ－の運営基本方針を具体化する事業として
当該事業は基幹となる事業であり、長期的展望に立って育成支援すべき事業であると思
料する。　また、当該事業に参加した学生たちが将来的に本市の美術振興に関わる可能
性を持つことなどから、パートナーシップの有望な人材としても大いに期待をもつこと
ができる。

見　直　し

評 価

1

ない

10　個別評価

評 価

（２）必要性

（１）達成度

ある

説明

総合評価に関する説明

★ ★ ★ ☆ ☆

Ｂ：一部公平でない

説明：

他自治体の類似事業との比較

展覧会の内容は各回とも学生達の意図すると
ころに委ねられるが、官製でない独創性に飛ん
だ展覧会が可能であり、全く新しい観覧者の獲
得と入場者の増加が期待できる。

１１　総合評価

当事業は周辺に美術系大学が多く立地するという本市特有の特徴を生かした事業であり、町田
市・八王子市をはじめ、市や県の枠を越えて広く参加学生を募る広域な事業として展開してい
る。企画から展覧会の実施までの行程をすべて自主的に運営していくという方法は他自治体に
おいても例がない。

  

評 価

（５）公平性

2

今後の進め方

手段

本該事業については学生スタッフたちが自らポスター等
をデザインし、それを持って周辺大学を巡るなど広報活
動を積極的に行い、事業費削減のために努力している。

継　    続

・成果指標の達成度

・活動指標の達成度

・事業目標の達成度

・他市と比べてコストや効率性が優れている

・他の類似事例と比べてコストや効率性が優れている

・同一対象者に対して同種のサービスが重複していない

説明

チェック
項目Ｃ：改善の余地がある

展覧会については入場無料で実施しており、広く市民に公開している。エキシビショ
ンプログラムにおいて、活動に係る交通費等は参加者の自己負担となっているが、
会場使用料等は市で負担している。

Ｂ：一部有効でない

Ａ：適応している

Ａ：公平である

Ａ：優れている

Ｂ：一部改善の余地がある

・対象者の設定は適切である（年齢や所得等を考慮している）

・予算や人員に見合った効果が得られている

事業化過程における手間及びエネルギーは膨大なものを要するが、予算面と費用
対効果の面で計れば大変効率的であり且つ非常に濃度の高い事業といえる。コスト
面において他市や類似事業との比較は困難である。

・対象者と非対象者との不公平・不均衡は、妥当な範囲である

・受益者の費用負担は適正である

Ｃ：有効ではない
説明

当市のイメージとして標榜している「若さ」「グリーン」といったプラスイメージに合致し
た事業であり、若者の創造性に溢れたまちづくりイメージに大変有効であると考え
る。

当市の持つ美術環境の利点に立脚した事業として必然的に実施すべき亊業と考え
て立ち上げたものであり、今後その重要性、必要性はますます高くなると評価してい
る。

説明

・上位の施策、計画目的達成のために有効であるチェック項
目 ・期待された成果が得られている

・市民や社会のニーズにかなっている

・状況の変化（対象や内容）に対応している

・当初設定した事業目的が達成されていない

・国、県、民間、市民との役割分担から見て、市が事業を行う必要がある

チェック
項目

評　価
チェック項

目

成果向上の余地

（３）有効性

評 価

（４）効率性

評　価

チェック
項目

Ｃ：公平でない

Ａ：有効である

Ａ：達成している

Ｂ：一部達成していない

Ｃ：達成していない

事業費削減のために取り得る手段と削減額

Ｂ：一部適応していない

Ｃ：適応していない

説明
前掲７（1) に記載した主旨を十分に生かした展覧会として市民はもとよりマスコミ及び美術関
係者から高い評価を受けた事業（第1回展覧会「日常解体新書」）となっており、設定当初の
仮説を達成したとみている。

A

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ


	事業評価表 (表)

